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　わたした
ちが暮らす

“上町台
地”。古代

から今日ま
で絶えるこ

となく、人々

の営みが刻
まれていま

す。天災や
政変や戦災

も、著しい
都市化も経

験しまし

た。時をさ
かのぼって

みると、ま
ちと暮らし

の骨格が浮
かび上がっ

てきます。

自然の恵み
とリスクの

とらえ方、
人とまちの

交わり方、
次世代への

伝え方…。

過去と現在
を行き来し

ながら、未
来を考える

きっかけに
、U-CoRo

プロジェ

クト第2ス
テップでは

、壁新聞「
上町台地 

 今昔タイム
ズ」を制作

いたします
。

「上町台地
 今昔タイム

ズ」とは

伝
説
の
生
玉
人
形
と
た
ど
る

も
の
づ
く
り
と

文
化
の
原
風
景

伝
説
の
生
玉
人
形
と
た
ど
る

も
の
づ
く
り
と

文
化
の
原
風
景

　千
日
前・法
善
寺
境
内
で
旅
の
役
者
が
内
職
に
つ
く
り
始
め
た
操
り
人

形
が
原
型
で
は
と
も
、生
國
魂
神
社
ゆ
か
り
の
上
方
落
語
の
開
祖・米
沢
彦

八
が
得
意
と
し
た
、大
名
の
物
真
似
姿
を
模
し
た
も
の
が
始
ま
り
で
は
と
も

い
わ
れ
る「
生
玉
人
形
」。伝
説
に
包
ま
れ
た
そ
の
姿
に
導
か
れ
、未
来
に
向

け
て
、上
町
台
地
に
息
づ
く
も
の
づ
く
り
と
文
化
の
原
風
景
を
た
ず
ね
ま
す
。

江戸時代
中期・元禄

時代、

生國魂神
社境内で

「しか

た物真似
」などを演

じて人

気を博し、
上方落語

の祖と

される米沢
彦八。写真

は同

社境内の
記念碑に

刻まれ

た、立て
烏帽子姿

で大名

の物真似
をする彦八

の図。

天王寺区
に生まれた

日本画家・
生田花朝

の作品「春
昼」。神社の

境内で遊
ぶ子どもた

ちの姿が
モチー

フ。生涯に
わたり大阪

の市井の人々
の生活文

化を描いた
。（昭和38

(1963）年
、大阪市立

美術館蔵
）

■子どもた
ちの遊びに

もなった人
形浄瑠璃

　明治生ま
れの女性、

日本画家の
生田花朝（

1889-1978
年）は、大阪

の庶民の

暮らしの風
景を回顧し

柔らかな筆
遣いで描い

ています。
生國魂神

社の絵馬堂

で、昔の子
どもたちが

遊びに興じ
る様子を描

いた作品も
その一つ。

バイ貝のコ
マ

回しに熱中
する子ども

たちの周り
に、生玉人

形を持って
いる

子の姿（左
端） が見え

ます。

　江戸時代
から明治・

大正・昭和
へ、時代の

移り変わり
とと

もに、生玉
人形を操る

子どもたち
の遊びも変

わっていっ
た

のでしょう
。古くは人

形浄瑠璃の
演目に因ん

で、細かな
役名

まで設定さ
れていたよ

うですが、
やがて、大

名、三番叟
、武

士、爺、婆、
町人、娘の

七種類ほど
になってい

ったようで
す。

■瓦ととも
につくられ

た、

　土人形と
生活文化

　現在の大
阪のまちの

原型が築か
れていった

江戸時代、
大量の屋

根瓦を生産
するために

、良質の土
と水のある

上町台地の
一角、大

坂城の南方
（現在の空

堀商店街界
隈）に瓦の

生産地・瓦
屋町が設

けられまし
た。2008年

に行われた
発掘調査で

、瓦生産の
遺物のみ

ならず、陶器
生産や金属

加工、ベン
ガラ生産に

関わる資料
とともに、

さまざまな
モチーフの

土人形をは
じめ、まま

ごと道具、
箱庭道具

、

お面、コマ
、土鈴、泥メ

ンコなど、大
量の土製ミ

ニチュア玩
具が出土。

上町台地の
ものづくりの

広がりと当
時の生活文

化のつなが
りを明ら

かにする、
大きな発見

となりました
。

■おがくず
と反故紙が

、

　大坂名物
の人形に

　江戸時代
、瓦屋町に

ほど近い東
横堀川沿い

の材

木町では製
材が、農人

橋界隈では
農機具生産

が、

盛んに行わ
れていたそ

うです。そこ
から大量に

出てく

るおがくず
を材料に、

福神さんか
ら身近な動

物ま

で、ユーモ
ラスな練人

形が生み出
されていき

ました。

　また、紙
の需要が多

かった商都
大坂では、

商家

や版元から
出てくる書

き損じ等の
反故（ほご

）紙も、

さまざまな
張子玩具の

材料になり
ました。病

除けの

虎や、鯛に
乗った恵比

須さんをは
じめ、バラ

エティの

豊かさ、も
ち運びの容

易さ、丈夫
さ安さも強

みに、

庶民の暮ら
しになじみ

大いに愛さ
れました。

■上町台地
の体験が

　「おまけ（
豆玩）」の原

点

　時は下り
、大正時代

に上町台地
で幼時を

過ごし、長
じてグリコ

のおまけ係
として独自

の

おまけ（豆
玩）文化を

生み出した
宮本順三さ

ん（1915-2
004年）。駄

菓子屋のあ
てもん、縁

日で売られ
ていた張子

人形や生玉
人形…。と

りわけ印象
に残ってい

るという、四
天王寺の

彼岸会に境
内で人気を

集めた「たこ
たこ踊り」

など。もの
づくりと玩

具のふるさ
とともいえる

、

上町台地で
の原体験が

、〝おまけ博
士″の原

点。戦前・
戦後の子ど

もたちの心
を育んだ、

おまけの数
に々受け継が

れていった
のです。

■「おもちゃ
絵」の中で息

を吹き返す人
形たち

　まちや暮
らしの風景

の中から、
江戸・明治

の面影が失
われていく

につれ、大

量生産への
批判も芽生

え、郷土の
文化への関

心も高まり
をみせます

。大阪で

も郷土玩具
の蒐集・研

究が熱を帯
びていきま

す。その中
心にいた一

人が、川

崎巨泉（18
77-1942年

）。絵師・画
家・デザイナ

ーとしての手
腕を活かし

、郷土玩

具の蒐集と
記録に精力

を注ぎ、独
自の「おもち

ゃ絵」世界
を後世に残

しました。

　そんな世
相のなか、

昭和の初期
まで生國魂

神社近くで
、前田直吉

さんによ

って製作さ
れていた生

玉人形は、
戦災によっ

て完全に廃
絶し、伝説

の名玩具

となってしま
いました。け

れども、巨泉
のおもちゃ

絵の中に姿
をとどめ、

ものづくりと
文化の過去

未来へと誘
ってくれるの

です。

　瓦屋町
遺跡から出

土した、江
戸時代・1

8世紀後葉
から19世

紀前葉の
土人形など

のミニチュ
ア土製品。

型も出土し
、この地で

生産されて
いたことが

わかる。（写
真提供：大

阪文化財
研究所）

江戸時代
中期の『

摂津名

所図会』に
描かれた、

南瓦

屋町の瓦
師たちの

仕事ぶ

り。江戸時
代初期に

、御用

瓦師・寺島
藤右衛門

が広

大な土地
を拝領し

、瓦職

人を住まわ
せ、瓦生

産が

行われるよ
うになった

。

川崎巨泉
が描いた生

玉人形。大
名と娘。（大

正・昭和前期
の郷土玩具

を描

いた『巨泉玩
具帖』より、

大阪府立中
之島図書館「

人魚洞文庫
データベース

」から）

上方郷土
研究会の

機関誌『上
方』（昭和

6

(1931）年
創刊）では

、第114・1
15号（昭和

15(1940）
年6･7月発

行)で郷土
玩具を特

集。114号
の表紙絵

は長谷川小
信「御堂前

人形店之
圖」で、御

堂筋拡幅
まで御堂

門

前に軒を連
ねていた人

形店を描い
ている。

※実物資
料やおもち

ゃ

絵などを参
考に、再現

された生玉
人形（富田

林市の佐
々木義昂

氏

による）。

上町台地で
今につなが

る、

ものづくり
の源流

生玉人形

宮本順三
さんが描い

た「浪花郷
土玩具集

」。子どもの

頃から集
めて遊ん

でいた思
い出の玩

具の数々
。中央

に生玉人
形、四天王

寺聖霊会
の木燕や

猫門の土
製

猫、住吉大
社のユー

モラスな裸
雛や睦犬

や初辰猫
な

ど、幼い頃
の原風景

そのまま。（
国立文楽

劇場蔵）

　商都大阪
は、実はも

のづくりの
まちでした

。上町台地
で

繰り広げら
れてきたも

のづくりの
歴史は、は

るか難波宮
以

前までさか
のぼること

ができます
。時代は古

代・中世を
経

て、近世・
近代へ、幾

多の政権交
代、戦争や

災害を乗り

越えてなお
、上町台地

は人とモノ
が行き交う

、ものづくり
の

拠点であり
続けました

。商売繁盛
、無病息災

、五穀豊穣
、

国土安穏
…、人々の

願いの坩堝
（るつぼ）

ともなり、並
び

立つ社寺の
集積は参詣

者を集め、
さまざまな信

仰や生活

文化のゆり
かごともなり

ました。その
結晶が、上

町台地で生

まれた縁起
物（社寺の

授与品）や
玩具の数々

です。

誕生は江戸
時代、

芸能ともの
づくりの申し

子

「生玉人形
」

　江戸時
代の名物図

会（『五畿内
産物図会

』1813年）
に、摂津の

名物として「
とらや

饅頭」「四
ツ橋きせる

」に並んで「
生玉人ぎょ

う」の名と
姿が美しく

描かれてい
ます。人

形浄瑠璃
の文楽人形

を模したと
思われる、

子どもの遊
び用の小さ

な操り人形
です。

　その由来
には諸説あ

りますが、
井原西鶴

、近松門左
衛門、米沢

彦八など、
名だた

る文化人が
集った生國

魂神社（生
玉さん）が

あってこそ
。大人はも

ちろんのこ
と、子ど

もたちをも
虜にした芸

能文化の層
の厚さと、

土、竹、紙
、布、塗料

など、多彩
な材料と

ものづくり
の技の集積

が出会って
生まれた、

申し子のよ
うな玩具で

す。

近鉄「八戸
ノ里」駅か

ら徒歩２分
、

東大阪市下
小阪5-1-2

1山三エイト
ビル３階

開館は10時
～17時、開

館日は土・
日・祝祭日（

火～木は要
予約）　

http://ww
w.omakey

a-zunzo.c
om

東大阪市内
に開設され

ている

「宮本順三
記念館 豆玩

舎ZUNZO」
では、

おまけ博士と
いわれた順

三さんの世界
を体験でき

ます！江戸時代の
大坂のまち

並みを再現
した「大阪

くら

しの今昔館
」。「人形屋

 鯛屋作右
衛門」さん

の店

先には、練
人形や張子

人形、お面
や風車やぶ

りぶ

り太鼓（で
んでん太鼓

）などの手
遊び道具が

並ぶ。
「大阪くらし

の今昔館」
では、江戸時

代の人形

（玩具）屋さ
んで、手遊び

道具の遊び
を体験でき

ます！

地下鉄「天
神橋筋六丁

目駅」③番
出口直結、

大阪市立住
まい情報セ

ンター８階

開館は10時
～17時（入

館は16寺半
）、休館日は

要確認

問合せ/06
-6242-117

0　http:/
/konjyaku

kan.com

ご案内

■庶民文化
を背景に老

若男女が楽
しんだ

　文楽人
形を模した

生玉人形
の誕生は、

元禄年間（
1688-170

7

年）までさか
のぼること

ができるの
ではないか

といわれま
す。当時、

境内には芝
居小屋や見

世物小屋が
軒を連ねて

多種多様な
芸能が

行われてい
たそうです

。上方落語
の祖・米沢

彦八もその
一人。子ど

もたちは、彦
八の決め台

詞や文楽の
名場面の語

りなどを口
にしなが

ら、動かし
遊んだので

しょうか。背
景に、大阪

の落語や文
楽や歌舞

伎など、庶
民に広く共

有された文
化が存在し

ていてこそ
ですね。昭

和初期まで
受け継がれ

ていた、紛
れもない大

阪の名玩具
です。

中村文隆
さん（生國魂

神社 筆頭権
禰宜・天王寺

区）

し
ゅ
み
じ
ん
　
郷
土
玩
具
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岸
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ッ
ペ
ン
　
天
王
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野
恒
富
　
岸
本
彩
星
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人
　

堀 

寅
造
、
鶴
丸
梅
太
郎
、
宇
崎
純
一
、

山
田
伸
吉
、
藤
田
藤
四
郎
、
神
崎 

清

■主 催：大阪ガスエネルギー・文化研究所（CEL）  企 画：U-CoRo プロジェクト・ワーキング

◎参加申込：参加者名・所属・連絡先を書いて、
                 FAX.06 - 6205 -3512（CEL弘本）へお申込みくださるか、
                 https://www.sumai-machi-net.com/event/portal/event/32664
                 の申込フォームをご利用ください。
◎定 　 員：50名程度　※参加無料　◎問 合 先：CEL弘本（電話06 - 6205 -3518）まで　

■開催日時：2017年2月25日（土）14：00～16：30　※受付は13：30から
■会　　場：大阪ガス実験集合住宅NEXT21　２階ホール　
            　　大阪市天王寺区清水谷町６－16（地下鉄「谷町六丁目駅」７号出口から徒歩５分ほど）
■プログラム（予定）：　　
　14：00～14：10＝開会　ご挨拶・趣旨説明
　14：10～15：30＝“しゅみじん”のまち・大阪レビュー

郷土玩具から広がる、「趣味人」ネットワークと近代・大阪の創造力
講師：橋爪節也氏（大阪大学総合学術博物館教授（前館長）／大学院文学研究科兼任）

　15：30～16：30＝質疑＆持ち寄りトーク
講師への質問や、会場にお越しのみなさまのコレクションや秘話紹介など

U-CoRo Step 2 壁新聞プロジェクト関連イベント
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谷町六丁目 地下鉄長堀鶴見緑地線

地
下
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谷
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線

　過去と現在を行き来しながら未来を考える「上町台地･今昔タイムズ＊」第７号の

テーマは「伝説の生玉人形とたどる ものづくりと文化の原風景」。芸能とものづくり

の申し子ともいえる、生國魂神社ゆかりの「生玉人形」を案内役に、今につながる

ものづくりの源流、産業と生活文化、人々の願いとともにあった、縁起物や玩具の

数々をたどっています。それらを記録した貴重な「おもちゃ絵」世界から浮かび上

がってくる、ものづくりと文化の原風景の中に、創造的な都市の姿を展望しています。

　　今回のフォーラムでは、近代化の波とともに、江戸・明治の面影が失われていく

なかで、盛り上がりを見せていった郷土玩具蒐集と、その担い手でもあった人魚

洞（川崎巨泉）や乙三洞（森田乙三洞）など数々の「趣味人」たちのネットワーク、

生き方、表現世界と都市文化に着目。“しゅみじん”のまち・大阪を、そこに連なる

橋爪節也先生のまなざしでレビューしていただきます。講師とご来場のみなさまが

お持ち寄りくださるコレクションや秘話とともに、大阪のまちと文化のこれからのあ

りように思いを馳せます。

“しゅみじん”のまち・大阪レビュー

郷土玩具から広がる､
「趣味人」ネットワークと近代・大阪の創造力

＊「上町台地・今昔タイムズ」のバックナンバーや、プロジェクトの歩みは、
　ホームページ「大阪ガスCEL」「U-CoRo」で検索してご覧いただけます。

「上町台地 今昔タイムズ」第7号

数々の郷土玩具をおもちゃ絵
として残した川崎巨泉

『上方』郷土玩具号
（114・115号、1940年）
掲載の挿絵から

フォーラム会場地図再現された生玉人形「三番叟」

上町台地・今昔フォーラムVOL.7


